
Digital Video Cassette Recorder

AJ-

取扱説明書

ご使用後は、忘れずに電源スイッチを切ってください。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく
お使いください。そのあと大切に保管し、わからないと
きは再読してください。

上手に使って、上手に節電
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保証書は必ず「お買い上げ日・
販売店名」等の記入を確かめて、
販売店からお受取りください。

製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの
際は、製品本体と保証書の製造番号をお確かめくださ
い。

著作権（録画テープの取扱い）
あなたがビデオで録画したテープは個人として楽しむ
ほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。

次の点にご留意ください。
・大切な録画（結婚式など）の場合は、必ず事前に試
し撮りし、正常に録画・録音されていることを確認
してください。
・ビデオカメラ、本機およびテープの使用中、万一こ
れらの不具合により録画されなかった場合の録画内
容の補償についてはご容赦ください。

保証書別添付ご不要になったニカド電池は
リサイクルへ

本製品にはニカド電池を使用しておりま
す。
ご不要になったニカド電池は、貴重な資
源を守るために廃棄しないでリサイクル
にご協力ください。

電池仕様

ブランド

型　　番 AU-BP402

名　　称 充電式ニカド電池

電　　圧 12V

容　　量 4.4Ah

Ni-Cd
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安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくこと
を、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、
説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は、絵表示の一例です。）

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
される」内容です。

警告

注意

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警告設置について

■不安定な場所に置かな
い！

落ちたり、倒れた
りしてけがの原因
となります。

禁　止

■コードに重いものを載せ
ない！

本機の下敷きにな
らないよう注意し
てください。
コードが傷ついて、
火災・感電を起こ
すおそれがありま
す。

禁　止

■水場に設置しない！

火災・感電の原
因となります。

水場使用禁止

■ぬれた手で、プラグの抜
き差しはしない！

感電の原因となり
ます。

禁　止

■付属品・オプションは、
指定の製品を使用する！

本体に誤って指定
外の製品を使用す
ると、火災や事故
を起こすおそれが
あります。
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安全上のご注意 必ずお守りください

■本機の裏ぶた・キャビ
ネット・カバーなどを
外さない！

感電の原因とな
ります。

分 解 禁 止

O点検・整備・修理は、お買
い上げの販売店に、ご依頼
ください。

警告使用方法について

禁　止

■機器の開口部から異物を
差し込んだり、落とし込
んだりしない！

火災・感電のおそ
れがあります。

分 解 禁 止

■本機を改造しない！

火災・感電の原
因となります。

■コード・プラグが破損す
るようなことはしない！
傷つけたり、加工したり、
高温部に近づけたり、無
理に曲げたり、ねじった
り、引っ張ったり、重い
ものを載せたり、束ねた
りしない！

傷んだまま使用す
ると、感電・ショ
ート・火災の原因
になります。

Oコードやプラグの修理
は、お買い上げの販売店
に、ご相談ください。

禁　止

禁　止

■機器が濡れたり、水が入
らないようにする！

火災・感電のおそ
れがあります。
雨天・降雪・海
岸・水辺での使用
は、特にご注意く
ださい。

■水場で使用しない！

火災・感電の
原因となりま
す。

水場使用禁止

■表示された電源電圧以外
は、使用しない！

火災・感電のおそ
れがあります。

禁　止

■指定のカバー以外は、
外さない！

感電の原因とな
ります。

分 解 禁 止

O点検・整備・修理は、お買
い上げの販売店に、ご依頼
ください。

警告異常時の処理
について

■本機を落としたり、破損
した場合は、電源スイッ
チを切り、プラグを抜
く！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。プラグを抜く

■本機を落としたり、破損
した場合は、電源スイッ
チを切り、バッテリーを
外す！

そのまま使用する
と、火災・感電を
起こすおそれがあ
ります。

■本機の内部に水などが入
った場合は、電源スイッ
チを切り、プラグを抜
く！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。プラグを抜く
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安全上のご注意 必ずお守りください

警告異常時の処理
について

■本機の内部に水などが入
った場合は、電源スイッ
チを切り、バッテリーを
外す！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。

■本機の内部に異物が入っ
た場合は、電源スイッチ
を切り、プラグを抜く！

そのまま使用する
と、火災・感電を
起こすおそれがあ
ります。プラグを抜く

Oお買い上げの販売店に、ご相
談ください。

■本機の内部に異物が入っ
た場合は、電源スイッチ
を切り、電源バッテリー
を外す！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。

■煙が出ている、変なにお
いや音がするなどの異常
状態の場合は、電源スイ
ッチを切り、プラグを抜
く！

火災・感電の原
因となります。

プラグを抜く

Oお買い上げの販売店に、修
理をご依頼ください。

■煙が出ている、変なにお
いや音がするなどの異常
状態の場合は、電源スイ
ッチを切り、バッテリー
を外す！

火災・感電の原因
となります。

Oお買い上げの販売店に、修理
をご依頼ください。

■コードが傷んだ場合は、
交換を依頼する！

そのまま使用す
ると、火災・感
電を起こすおそ
れがあります。

Oお買い上げの販売店に、ご相
談ください。

乾電池/バッテリー
について 警告
■乾電池/バッテリーを分
解 ・ 加 熱 し な い ！
火中・水中に投げ入れな
い！

ショートや破裂、
液漏れなどを起こ
し、けが・やけど
をするおそれがあ
ります。

禁　止

■乾電池/バッテリーは、
極性（＋, ー）を正しく
つなぐ！

間違えると、乾電
池の破裂、液漏れ
により、火災・け
が、周囲の汚染原
因となります。

■機器使用の乾電池/バッ
テリーを、お子さまの手
の届く所に置かない！

電池は、お子さま
の手の届かないと
ころに置く。

O万一、飲み込んだ場合は、医
師に相談してください。

禁　止
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安全上のご注意 必ずお守りください

注意設置について

禁　止

■コードを熱器具に近づ
けない！

コードの被覆が溶
けて、火災・感電
の原因となること
があります。 禁　止

■油煙や湯気が当たる場
所に置かない！

火災・感電の原因
となることがあり
ます。

禁　止

火災・感電の原因
となることがあり
ます。

■湿気やほこりの多い場
所に置かない！

禁　止

感電の原因となる
ことがあります。

■ぬれた手でコネクター
を抜き差ししない！

禁　止

■コネクターを抜くとき
は、コードを引っ張ら
ない！

コードが傷つき、
火災・感電の原因
となることがあり
ます。

O必ずコネクターを持って抜
いてください。

禁　止

■本機の通風孔をふさが
ない！

通風孔をふさぐと
内部に熱がこも
り、火災の原因と
なることがありま
す。
次のような使い方
は、しないでくだ
さい。

O本機を風通しの悪い所に押
し込む。

Oテーブルクロスを掛けた
り、じゅうたんや布団の上
に置く。

禁　止

■コードやショルダーベル
トを下にたらさない！

ふれたり、引っか
けたりすると、落
ちてけがをするお
それがあります。
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安全上のご注意 必ずお守りください

注意使用方法について

■本機の上に重い物を
置かない！

バランスがくずれ
て、落下し、けが
の原因となりま
す。

禁　止

■カセットテープ挿入口
に、手をはさまれない
ように注意する！

けがの原因とな
ります。

指に注意

■長期間使用しないとき
は、安全のためプラグ
を抜く！

火災の原因とな
ることがありま
す。

プラグを抜く

■移動させる場合は、電源
スイッチを切り、プラグ
を抜き、外部の接続コー
ドを外す！

コードが傷つ
き、火災・感電
の原因となるこ
とがあります。プラグを抜く

■長時間使用しないとき
は、安全のためバッテ
リーを外す！

火災の原因となる
ことがあります。

■運転中、運転者は操作
や鑑賞をしない！

操作・鑑賞をする
場合、必ず車を停
止させて行ってく
ださい。禁　止

■本機に乗らない！
倒れたり、壊れた
りし、けがの原因
になります。

禁　止

■走行中・歩行中は、ファ
インダーの再生画を見な
い！

事故誘発のおそれ
があります。

禁　止

■専用ACアダプター以
外は、使用しない！

定格外のACアダ
プターを使用する
と、火災の原因と
なることがありま
す。

禁　止

■雷が鳴り出したら、使
うのをやめる！

落雷すると、感
電死につながり
ます。

接 触 禁 止

■使用時は、安定した場所
と、充分な体勢を確保す
る！

けがや死亡につな
がります。

■不安定な場所で、三脚を
使わない！

足などの上に倒れ
ると、けがをする
おそれがありま
す。禁　止

O足などを引っかけないよ
う、ご注意ください。
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安全上のご注意 必ずお守りください

注意お手入れについて

■お手入れの際は安全のた
め、電源スイッチを切り、
プラグを抜く！

火災・感電の原
因となることが
あります。

プラグを抜く

■お手入れの際は安全のた
め、電源スイッチを切り、
バッテリーをはずす！

火災・感電の原因
となることがあり
ます。

■1 年に 1 度ぐらいは、
販売店に内部の掃除の
相談を！

本機の内部にほこ
りがたまったま
ま、使用し続ける
と、火災・故障の
原因となることが
あります。

乾電池/バッテリー
について 注意
■指定外の乾電池は使用
しない！

乾電池の破裂・液
漏れにより、火
災・けがの原因と
なるおそれがあり
ます。

禁　止

■指定外のバッテリーは
使用しない！

バッテリーの破
裂・液漏れによ
り、火災・けがの
原因となるおそれ
があります。

禁　止
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使用上のご注意

振　動
振動の多い場所での使用は避けてください。

周囲温度
0℃～＋40℃の温度範囲で動作します。この範囲外
で使用したときは互換特性に差異が生じたり、正常に
動作しない場合があり、機器の寿命を縮めることにな
りますので十分ご注意ください。

雨、湿度、ホコリ
雨中、または高湿度中でのご使用は差し控えてくださ
い。機器内に結露し、故障の原因になります。
ホコリの多い場所では、内部に入り込み、特に本機の
特性を劣化させますのでご注意ください。

概要

本機は、圧縮技術を搭載したDVCPROフォーマット
のドッカブルVTRです。
記録レートは、より高画質の50Mbpsと記録時間の
長い25Mbpsに切り替えることができます。
50Mbpsの記録では極めて高画質の画像が記録でき
ます。

再生機能
再生画像（白黒画像）をビューファインダー画面で見
ることができます。また、本体のVIDEO OUT端子
からカラーモニターでカラーの再生画像を見ることが
できます。

タイムコードジェネレータ／リーダー
内蔵
タイムコード情報を記録し、再生することができます。

タイムコードの外部ロック
内蔵のタイムコードジェネレータを、外部のジェネレ
ータにロックさせることができます。また、内蔵のタ
イムコードジェネレータのバックアップ用電源として
リチウム電池を使用しているため、本機に電源を供給
しない状態でも約1年間バックアップが可能です。

特長

デジタル方式
最新の圧縮技術を採用したコンポーネントデジタル記
録方式で音声は非圧縮のPCM記録で、S/N、周波数
帯域、波形特性、微細部分の再現特性などに優れ、一
層の高画質化、高音質化を実現しています。

50M/25Mスイッチャブル
50Mbpsと25Mbpsの2種類の記録・再生が選択
可能です。

レックレビュー機能
記録した最後の約2秒間を、自動的に巻き戻して再
生しますので、記録内容の確認を速やかに行うことが
できます。

取り扱い
落としたり、強い衝撃を与えないでください。故障の
原因になります。また、カセットホルダーを上げた状
態で機器の中に物を入れないでください。

強電界、強磁界
極端な強電界、強磁界中では画面または音声に妨害を
生じることがあります。ご注意ください。

また本機は、小型で軽量、低消費電力に優れ、高画質、
機動性、防塵、防湿性などに優れており、ENG用と
してもご使用いただけます。
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ドルビーノイズリダクションは、ドルビーラボラトリー
ズライセンシングコーポレーションからの実施権に基づ
き製造されています。

ドルビー、DOLBYおよびダブルD記号q はドルビー

ラボラトリーズライセンシングコーポレーションの商標
です。

DOLBY NRシステム内蔵
音声の長手方向の記録用ドルビーB回路を内蔵して
います。

特長

つなぎ撮り
VTR STARTボタンまたはレンズのVTRボタンを
押すだけで、+1フレーム以内の精度でつなぎ撮りが
できます。

VTR部の状態を示す警告システム
各種警告ランプと警告音で、VTRの異常や、テープ
エンド、バッテリー消耗などを知らせます。

ワーニング機構
シリンダーサーボやキャプスタンサーボの乱れ、テ
ープのたるみや停止、結露現象などが起こった場合、
ワーニング機構が働き、ランプや警告音で知らせま
す。

設定メニュー機能
工場出荷時の本機は、標準モードで設定しています
ので、そのままご使用いただけます。
さらにユーザーがより使いやすいシステムを構築で
きるように、設定メニューで本機の設定を変更でき
る機能を備えています。

ファントム電源
CH1と CH2のオーディオ入力にファントム電源
(＋48V) を供給することができます。

モード表示ランプ
再生、早送り、巻戻し、および記録のモードがラン
プ表示されます。

システム構成

ワイヤレス
マイク受信機
WX-RA700

ショルダー
ベルト

バッテリー
ケース
SHAN-B220

マルチコネクター
ケーブル
SHAN-C12TCA
(Audio CH1/CH2
の出力のみ)

Digital Video
Cassette Recorder
AJ-D90

バッテリー
ケース
AU-M402H

バッテリー
ケース／
ホルダー

ACアダプター
AJ-B75

カセットテープ
DVCPRO専用
Mカセットテープ

DVCPRO 50専用
Mカセットテープ

クリーニングテープ
AJ-CL12MP

バッテリー
チャージャ
AG-B425

Panasonicバッテリー
AU-BP402

Anton/Bauer
バッテリー

Sonyバッテリー
BP-90
BP-L60/L90

Panasonicバッテリー
AU-BP220

Sonyバッテリー
NP-1

カメラ
AQ-11/AQ-20
WV-F250/WV-F500
WV-F565/WV-F700
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構成

本機：AJ-D90

AJ-D90に適合するカメラをご使用ください。

Anton/Bauer
バッテリー
(別売品)

ACアダプター
AJ-B75
(別売品)

バッテリーチャージャー
[Anton/Bauerバッテリー用]
(別売品)

本機に接続可能なカメラ

注1) AQ-11またはAQ-20をご使用のときは、カメラ
ドッキングアダプターSTEN-IF45HDLを接続し
てください。

注2) WV-F250をご使用のときは、記録時に映像出力
端子からのコンポジット映像信号は出力されませ
ん。

注3) WV-F70は使用できません。

OAQ-11 注1)、OAQ-20 注1)

[松下電器産業株式会社製]

OWV-F250 注2)、OWV-F500、OWV-F565、
OWV-F700S 注3) [松下通信工業株式会社製]

この取扱説明書では、WV-F565 (松下通信工業株式
会社製カメラ) と接続したときの動作を説明していま
す。その他のカメラでは、一部ご使用できない機能が
あります。詳しくは46ページをご覧ください。

本機内部には、リアルタイムおよびタイムコード
FREE RUNのバックアップ用にリチューム電池を
内蔵しています。電池の寿命は約一年です。電源を
入れたときに“BACK UP BATT EMPTY”の表
示が出るときは、販売店に相談して新しいリチュー
ム電池と交換してください。

各種バッテリー
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各部の名称と機能

1オーディオレベル調整つまみ (CH1/CH2)
オーディオレベルを調整するときは、レベルメー
ターを見ながらCH1(CH3)注1)、CH2(CH4)注1) の
調整つまみを回し、各チャンネルの入力音量を調
整します。
注1)50Mbpsモード時CH3にはCH1と同じ音声
が記録され、CH4にはCH2と同じ音声が記録
されます。

2AUTOスイッチ
ON :CH1とCH2の録音レベルが自動調整にな

ります。この位置ではオーディオレベル調整
つまみが働きません。

OFF :CH1とCH2の録音レベルが手動になりま
す。

3RESETボタン
ディスプレイウインドウの表示がカウンターまた
はTCG (タイムコードジェネレーター) 設定モード
のときにこのボタンを押すと、表示が「0」にリセ
ットされます。

4HOLDボタン
このボタンを押すと、ディスプレイウインドウの
カウント部に表示されているデータが保持されま
す。
再度押すと、モードが解除されます。

5LIGHTボタン
このボタンを押すごとに、LCD (液晶パネル) 照明
のON/OFFを切り替えます。

6WARNIGランプ
エラーが発生したときに、点灯または点滅します。

7MONITOR SELECTスイッチ
(CH1－ST/MIX－CH2)
スピーカーr、PHONE端子•、AUDIO OUT端
子§ の音声を切り替えるスイッチです。
CH1 :CH1の音声がモニターできます。
ST/MIX :8のスイッチで切り替えた音声がモニタ

ーできます。
CH2 :CH2の音声がモニターできます。

8MONITOR SELECTスイッチ (ST/MIX)
PHONE端子• の音声を切り替えるスイッチで
す。
ST (STEREO) :
PHONE端子•の音声をステレオにします。
スピーカーrとAUDIO OUT端子§はミックス
された音声が出ます。
MIX :すべての音声をミックスします。

9POWERスイッチ
カメラと本機の電源ON/OFFスイッチです。

050 Mランプ (50Mbps)
DVCPRO 50Mbpsモードで使用する場合、この
ランプが点灯します。

oALARMスイッチ
警告音を鳴らしたいときは「ON」にします。

1 オーディオレベル調整つまみ (CH1/CH2)

2 AUTOスイッチ

3 RESETボタン

4 HOLDボタン

5 LIGHTボタン

6 WARNIGランプ

7 MONITOR SELECTスイッチ (CH1－ST/MIX－CH2)

8 MONITOR SELECTスイッチ (ST/MIX)

9 POWERスイッチ

0 50 Mランプ (50 Mbps)

o ALARMスイッチ

p MONITORレベル調整つまみ

q カメラ/VTRインターフェイス端子

r スピーカー

s ディスプレイウインドウ
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各部の名称と機能

pMONITORレベル調整つまみ
オーディオモニター用音量調整コントロールです。
ただし、警告音の音量調整はできません。

qカメラ/VTRインターフェイス端子(68ピン)
カメラと本機をつなぐ端子です。

rスピーカー
音声がモニターできます。
OPHONE端子•にイヤホンを接続すると、スピ
ーカーの音声は自動的に切れます。

OWARNINGランプの点滅に応じて警告音が出ま
す。

Oモニターするチャンネルの選択は、MONITOR
SELECTスイッチ7で行います。

sディスプレイウインドウ

CH1 CH2

20

0
EMPHASIS

dB

10

30

40

E TAPE F

E BATT F

RF SERVO HUMID SLACK

DF SLAVE TCG HOLD

h min s frm

WIDE

テープ残量表示
テープ残量が30分以上の場合は、“F”の位置までセグ
メントが7個点灯します。
テープ残量が30分未満より、5分ごとにセグメントが
1個ずつ消えていきます。

バッテリー残量表示 音声チャンネル
レベルメーター

バッテリー残量、音量レベルの表示

Oディスプレイウインドウの表示

CH1 CH2

20

0
EMPHASIS

dB

10

30

40

E TAPE F

E BATT F

RF SERVO HUMID SLACK

DF SLAVE TCG HOLD

h min s frm

WIDE

点灯
DF/SLAVE/TCG/HOLD/WIDE エラーコード

警告表示
RF : ビデオヘッドの目詰まり時に点灯。
SERVO : サーボが乱れたときに点灯。
HUMID : ヘッドドラムに結露が発生したときに点灯。
SLACK : テープの巻き取り異常時に点灯。

詳しくは「警告システム」(40ページ) をご覧ください。

本機の動作や状態に関する表示

CH1 CH2

20

0
EMPHASIS

dB

10

30

40

E TAPE F

E BATT F

RF SERVO HUMID SLACK

DF SLAVE TCG HOLD

h min s frm

WIDE

タイムコード、CTL、実時刻表示のとき点灯。
DF : ドロップフレームモードのときに点灯。
SLAVE : タイムコードの外部ロック中に点灯。
HOLD : タイムコードジェネレーターがホールドされて

いるときに点灯。
(HOLDボタンが押されたときに点灯。)

WIDE : アスペクト比16：9で記録/再生したときに
点灯。

タイムカウンター表示
タイムコード、CTL、ユーザーズビット、実時刻を表示。

O表示される項目とスイッチの設定との関係については、
次項をご覧ください。

タイムコードに関する表示

タイムカウンター表示に関しては、TCG切り替えスイッチ、
次にDISPLAY切り替えスイッチの設定によって表示項目が決
まります。

タイムコード関連スイッチの設定と表示項目

OTCG、DISPLAY切り替えスイッチの設定位置
と、タイムカウンターの表示との関係

TCG切り替え
スイッチの位置

SET

F-RUN
または
R-RUN

DISPLAY切り替え
スイッチの位置

TCまたはCTL

UB

CTL

TC

UB

表示される項目

タイムコード

ユーザーズビット

CTL

タイムコード

ユーザーズビット
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tCUE切り替えスイッチ
CUEトラックへの記録信号の切り替えを行います。
CUE : CH1の信号を記録します。
MIX : CH1とCH2のミックス信号を記録します。
CH2 : CH2の信号を記録します。

uAUDIO IN切り替えスイッチ
CH1とCH2の音声入力を切り替えるスイッチで
す。
F.MIC :カメラに装着したマイクロホンからの音声

信号を記録するとき。
R.MIC : AUDIO IN CH1/CH2端子からのマイク

入力信号を記録するとき。
LINE : AUDIO IN CH1/CH2端子からのライン

入力信号を記録するとき

vSHIFT/ITEMボタン
このボタンを押すごとに、表示中の設定メニュー
のページ内でカーソルが移動します。
設定項目を選択するときに使用します。
<ノート>
このスイッチの働きは、操作する項目によって異
なります。
各項目ごとのメニュー操作で確認してください。

wUPボタン
このボタンを押すごとに、設定メニューで選択し
た項目の設定値を一段上げたり、設定の「ON」と
「OFF」を切り替えます。

xDOWNボタン
このボタンを押すごとに、設定メニューで選択し
た項目の設定値を一段下げたり、設定の「ON」と
「OFF」を切り替えます。

yPAGEボタン
設定メニューのページを切り替えるときに使用し
ます。

zMENU SET/OFFスイッチ
設定メニュー表示の切り替えを行います。
SET :ビューファインダー画面内およびVIDEO

OUTに、設定メニューを表示します。
(前回に、設定メニューの操作を終了したペ
ージが表示されます。初めてメニュー操作
行うときは、表示可能な先頭ページが表示
されます。)

OFF :ビューファインダー画面内およびVIDEO
OUTに、設定メニューが表示されません。

{DISPLAY切り替えスイッチ
CTL: CTLカウンターをディスプレイウインドウ

に表示をするときにこの位置にします。
TC : タイムコードデータの設定や、ディスプレイ

ウインドウへの表示をするときにこの位置に
します。

UB : ユーザーズビットデータの設定や、ディスプ
レイウインドウへの表示をするときにこの位
置にします。

t CUE切り替えスイッチ
u AUDIO IN切り替えスイッチ

v SHIFT/ITEMボタン
w UPボタン

x DOWNボタン
y PAGEボタン

| TCG切り替えスイッチ
{ DISPLAY切り替えスイッチ

z MENU SET/OFFスイッチ

各部の名称と機能

SHIFT/ITEM UP DOWN PAGE

CH1

CUE AUDIO IN

LINE SET OFF

MENU

SETTC

TCGDISPLAY

CTL UB F-RUN R-RUN
R.MIC
F.MIC

CH2
MIX
CH1

CH2
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|TCG切り替えスイッチ
内蔵タイムコードジェネレーターの歩進モードを
設定します。
F-RUN :本機の操作に関係なく、連続してタイム

コードを歩進させるときに使用します。
タイムコードを実時刻に合わせたり、タ
イムコードを外部ロックさせるときなど
この位置にします。

SET :タイムコードやユーザーズビットを設定
するときにこの位置にします。

R-RUN :記録中に限り、タイムコードを歩進させ
るときにこの位置にします。
つなぎ撮りをしたテープ上のタイムコー
ドが、連続して記録されます。

}REW abボタン/ランプ
このボタンを押すとテープが巻き戻され、ランプ
が点灯します。
再生中にこのボタンを押すと、約 2倍速 (25
Mbpsモード時は約4倍速) の巻き戻しサーチモー
ドになります。

~STOPボタン
このボタンを押すと本機が停止します。

üFF _`ボタン/ランプ
このボタンを押すとテープが早送りされ、ランプ
が点灯します。
再生中にこのボタンを押すと、約 2倍速 (25
Mbpsモード時は約4倍速) の早送りサーチモード
になります。

†PLAYボタン/ランプ
このボタンを押すと本機が再生モードになり、ラ
ンプが点灯します。
再生中にこのボタンを再度押すと、再生での一時
停止となりランプが消えます。
一時停止のままにすると、2分後には自動的に停止
(STOP) 状態になります。

°EJECTボタン
このボタンを押すと、カセットテープがイジェク
トされます。

各部の名称と機能

} REW ab ボタン/ランプ
~ STOPボタン

ü FF _` ボタン/ランプ
† PLAYボタン/ランプ

° EJECTボタン

REW STOP EJECTFF PLAY
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¢MIC POWER切り替えスイッチ
リアマイクへのファントム電源 (＋48V) の供給を
設定します。
OFF :ファントム電源は供給されません。
ON :ファントム電源が供給されます。

ただし、AUDIO IN切り替えスイッチuが、
「R. MIC」に設定されていなければ供給され
ません。

＜ノート＞
MIC POWER切り替えスイッチが「ON」の状態
で、＋48V電源に対応していないマイクを使用す
ると、マイクが故障するおそれがあります。

£AUDIO IN端子 (CH1/CH2)
外部マイクロホンやライン入力信号を接続します。

§AUDIO OUT端子
オーディオ機器に接続します。音声チャンネルは、
MONITOR SELECTスイッチ7に連動して切り
替わります。ただし、MONITOR SELECTスイッ
チ8がST (STEREO) に設定されている場合で
も、MIX信号が出力されます。

•PHONE端子
オーディオモニター用イヤホン端子です。
MONITOR SELECTスイッチ8がST (STEREO)
に設定されている場合、ステレオ信号が出力され
ます。
Oイヤホンを接続すると、スピーカーrの音声は
自動的に切れます。

¶外部DC IN端子
外部電源の入力端子です。
ACアダプターを接続します。接続すると、自動的
に外部から電源が供給されます。

ßブレーカー (底面)
異常時に電源を遮断します。

®TC IN端子
外部タイムコードジェネレーターを接続して、外
部タイムコードを記録するときに使用します。

©TC OUT端子
他のVTRへタイムコードを出力するときに使用し
ます。

™VIDEO OUT端子
コンポジット映像信号の出力端子です。

´マルチAUDIO OUT端子
CH1とCH2のオーディオ出力が、それぞれ独立
して出力されます。

¨DC OUT ＋12V端子 (12V 0.1A)
外部接続機器にDC＋12Vを供給します。

¢ MIC POWER切り替えスイッチ

£ AUDIO IN端子 (CH1/CH2)

§ AUDIO OUT端子

• PHONE端子

¶ 外部DC IN端子

ß ブレーカー (底面)

® TC IN端子

© TC OUT端子

™ VIDEO OUT端子

´ マルチAUDIO OUT端子

各部の名称と機能

¨ DC OUT ＋12V端子 (12V 0.1A)
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カメラの組み立て

カメラ：WV-F565 本機：AJ-D90

カメラ/VTRインター
フェイス端子

ショルダー部

ピン溝 ピン (底面)

本機をカメラ側のショルダー部にスライドさせ
てから、カメラ/VTRインターフェイス端子を接
続します。

この場合、ピンとピン溝がはまり合うことを確
認してください。

1

ハンドルのネジ部を、カメラにネジ止めします。

レンズの組立は、カメラの取扱説明書をご覧く
ださい。

2
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カメラの取り外し

ハンドルのネジを外します。1

矢印の方向にカメラ底面のノブを押しながら、
本機を矢印の方向に引きます。

2

ノブ (底面)
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電源の供給

アントン・バウアー製バッテリーパックの使用

本機の電源には、バッテリーパックまたはAC電源が
使用できます。
バッテリーパックは、
パナソニック製
アントン・バウアー製
ソニー製

の3種類のバッテリーが使用できます。

バッテリーブラケット金具の取り付け
電源供給用の端子を外し、バッテリーブラケッ
ト金具を取り付けてください。

1

バッテリーブラケット

電源供給用の端子

バッテリーブラケットの取り付け
電源供給用の端子を接続し、バッテリブラケッ
トを取り付けてください。

2

バッテリーパックをご使用になる前に、バッテリーチ
ャージャーを使って充電してください。
O充電方法の詳細については、それぞれの取扱説明
書をお読みください。

＜ノート＞
インテリジェントバッテリーシステム／ウルトラライトシステムに対応しています。
インテリジェントバッテリーの自動検知は、バッテリー残量が10％以上で可能です。この
時、ビューファインダー内のバッテリー残量は数値表示（パーセント表示）されます。
10％未満で電源を立ち上げた場合は電圧表示となります。またインテリジェントバッテリ
ー検知後は、外部電源を供給しても残量表示はインテリジェントの表示を示しています。

バッテリーパックの取り付け
端子を差し込んでから、矢印の方向にスライド
させてください。

3

取り外しレバー

バッテリーブラケット
金具

バッテリーの取り外し
バッテリーホルダーの取り外しレバーを完全に
下まで倒したまま、バッテリーパックを矢印の
方向にスライドさせてください。

4

バッテリーパック

バッテリーパック

＜ノート＞
必ず本機の電源を切ってから行ってください。
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電源の供給

パナソニック製バッテリーパックAU-BP402の使用

本機のコネクタとバッテリーケースAU-M402H
のコネクタを接続します。

1 バッテリーパックのプラグとケース内の端子と
接続し、バッテリーパックを入れます。

3

バッテリーケースAU-M402Hを取り付けます。
バッテリーケースのフタを開け、ゴムキャップ
を上に持ち上げるとネジ穴が見えます。ドライ
バーでネジを締めて、ケースを本機に取り付け
てください。
ネジは、最後まで正確に締めてください。

＜ノート＞
Oゴムキャップは、強く引っ張らないでくださ
い。

O接続コードが、バッテリケースと本体との間
にカミ込まないように注意して取り付けてく
ださい。

2

＜ノート＞
必ず本機の電源を切ってから行ってください。



21

機
能
・
組
み
立
て

電源の供給

ソニー製バッテリーパックNP-1の使用

フタを外したバッテリーケースをネジで取り付
けます。
＜ノート＞
コードがカミ込まないように注意して取り付け
てください。

1

電源接触用ネジを締めます。2

フタの下部（金属部分）の穴とケース下部の穴
を合わせて、ネジで取り付けます。

4

穴

＜ノート＞
必ず本機の電源を切ってから行ってください。

フタの上部を矢印の方向に差し込みます。3
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電源の供給

ソニー製バッテリーパックBP-90の使用
＜ノート＞
必ず本機の電源を切ってから行ってください。

フタを外したバッテリーケースをネジで取り付
けます。
＜ノート＞
コードがカミ込まないように注意して取り付け
てください。

1

電源接触用ネジを締めます。2

フタの下部（金属部分）の穴とケース下部の穴
を合わせて、ネジで取り付けます。

4

穴

フタの上部を矢印の方向に差し込みます。3

穴
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電源の供給

AC電源の使用（ACアダプタAJ-B75を使用した場合）

本機の外部DC IN端子とACアダプタAJ-B75
のDC OUT端子を接続します。

1

ACアダプタの電源を「ON」にします。2

本機のPOWERスイッチを「ON」にします。

＜ノート＞
OACアダプタAJ-B75以外の外部電源を使用
するときは、外部 DC IN端子のピン信号を確
認してください。

OバッテリーパックとACアダプタの両方接続
した場合は、ACアダプタの電源が優先されま
す。

OACアダプタを使用するときは必ずACアダプ
タの電源を「ON」にした後、本機のPOWER
スイッチを「ON」にしてください。逆の操作
を行った場合、ACアダプタの出力電圧がゆっ
くり立ち上がるために、本機が誤動作するこ
とがあります。

3

DC IN端子

ピン番号 信　号

1 GND

2、3 ――

4 ＋12V

1

2
3

4

＜ノート＞
必ず本機の電源を切ってから行ってください。
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カセットテープの挿入/取り出し

POWERスイッチを「ON」にします。1 EJECTボタンを押します。
カセットホルダーが開きます。

2

POWER

ON OFF EJECT

カセットについてのご注意
$収録するとき
カセットテープの誤消去防止つまみを確認してくだ
さい。
カセット後方にある誤消去防止つまみを「REC」側
にしてください。

$貴重な録画を誤って消さないために
テープの記録内容を誤って消してしまうのを防ぐに
は、誤消去防止つまみを「SAVE」側にしてくださ
い。

誤消去を防止するには、誤消去防止つまみを
「SAVE」側にしてください。

収録するときは、誤消去防止つまみを
「REC」側にしてください。

REC

SAVE

REC

SAVE

カセットホルダー
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記
録
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通常収録

POWERスイッチを「ON」にします。1

カメラ側のDC POWERスイッチを「OFF」→
「SAVE」→「ON」の順に、少し間をおいて切
り替えます。

＜ノート＞
カメラ側のDC POWERスイッチを先に「ON」
した後に、本機のPOWERスイッチを「ON」
すると、カメラ側の保護回路が動作することが
あります。この場合、カメラ側のDC POWER
スイッチを一度「OFF」にし、再度「ON」にす
ると正常に動作します。

2

カセットテープを入れます。
収録するときは、あらかじめカセットテープの
誤消去防止つまみを「REC」側にしておいてく
ださい。

3

カメラ側の各スイッチを次のように切り替えま
す。

4

カメラを被写体に向けて、ピントやズームの調
整をします。

5

カメラ側のVTR START/STOPボタンを押し
て記録を始めます。
録画モードになるまで、ビューファインダー内
のRECタリーランプは点滅します。
録画が始まると、点灯に変わります。

6

カメラ側のVTR START/STOPボタンを押し
て記録を中断します。

＜ノート＞
テープやシリンダーヘッドの保護のために、レ
ックポーズモード中は2分ごとに1フレームず
つテープが逆方向に送られます。レックポーズ
モードが最大30分以上続くと、セーブモードに
なります。
下図のように録画を中断すると、約18フレーム
(0.6秒) 巻き戻り、6フレームFWD方向に送り
レックポーズモードになります。
録画を再開すると、テープは約11フレーム分再
生し、約1フレーム重ねて録画を始めます。

7

POWER

ON OFF

フィルターを光源に合わせて切り替えます。

GAINスイッチを「0」にします。

ホワイトバランスを調整します。

CAM/BARスイッチを
「CAM」側にします。

Oタイムコード切り替えスイッチが「R-RUN」に設
定されているとき、タイムコード信号は連続して記
録されます。

カメラ側のVTR START/STOPボタン
を押します。

REC/PLAY

テープ自動送り (0.6秒)

STBY (REC/PAUSE)

0.2秒

カ メ ラ 側 の V T R
START/STOPボタンを
押します。

テープ順送り(約0.36秒) REC/PLAY

約1フレーム

テープ走行
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音声の記録

オーディオ入力切り替えスイッチで希望の入力
信号を選択します。
50Mbpsモード時は、CH1とCH3やCH2と
CH4には、それぞれ同じ音声が入力されます。
外部音声の種類によってオーディオ入力レベル
切り替えスイッチを切り替えます。

1

ファントムマイクの取り扱いについて

本機のマイク (CH1/CH2) には、ファントムマイクが使用できるようになっております。
詳しくは16ページの ¢ をご覧ください。

AUTOスイッチを「OFF」にします。
AUTOスイッチを「ON」にすると、オーディオ
レベル調整つまみに関係なく、ほぼ適切なレベ
ルに自動調整されます。

2

オーディオレベル調整つまみを左右に回して、
レベルメーター (ディスプレイウインドウ) のレ
ベル表示が標準の位置にくるように調整します。

Oビューファインダー内のオーディオ入力レベ
ルはカメラの取扱説明書をご覧ください。

Oカメラ内蔵マイクロホンを使用しているとき
の音量調整は、カメラ側または本機側のどち
らかのレベル調整つまみを最大の位置に設定
し、他方の調整つまみで適切な音量に調整を
行ってください。

Oオーディオモニタースピーカーの音量が大き
い場合、ハウリングを起こすことがあります。
このようなときは、MONITORレベル調整つ
まみを回して、ハウリングしないレベルに絞
ってご使用ください。

3

F.MIC
CH2

R.MIC
LINE

CH1

AUDIO IN

ON
AUTO

AUDIO SELECT

OFF

56

7
8

9 10 0

1
2

34

CH1 CH2

20

0
EMPHASIS

dB

10

30

40

OFF ON
MIC POWER

フロントマイクロホンを使用するとき i F. MIC

REAR端子よりマイク信号を入力するとき i R. MIC

REAR端子よりライン信号を入力するとき i LINE

OCH1およびCH2に入力する音声の切り替え

リアにファントムマイクを使用するとき i ON

リアに通常のマイクを使用するとき i OFF

OMIC POWERの切り替え
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記
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パワーセーブモード

本機を停止、イジェクト、またはレックポーズ
モードにします。

1

カメラのDC POWERスイッチを「SAVE」に
します。
本機はパワーセーブモードになります。
この場合、ハーフロード状態でドラムが停止し
ます。

参考：
パワーセーブ状態でも、早送り、巻き戻し、イ
ジェクト、REC等の操作が可能です。
この場合、操作中に STOP ボタンや REC
PAUSEボタンを押したり、早送り、巻き戻し、
イジェクト等の動作が完了した場合は、再度パ
ワーセーブモードになります。

2

STOP

カメラ側のDC POWERスイッチを「SAVE」にす
ると、本機はパワーセーブモードになり、バッテリー
パックの節電ができます。
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再生

記録内容のチェック 再生

PLAYボタンを押すと、ビューファインダーで白黒
の再生画像を見ることができます。このほか再生画像
を見る方法は2通りあります。

1. レックレビュー：
設定メニューの MAIN FUNCTIONで REC
CHECKが「ON」に設定されている場合、ビュ
ーファインダーで記録内容の最後2秒間の白黒画
像を見ることができます。
記録を一時停止し、レンズのRETボタンを押す
と、最後の2秒間が自動的に巻き戻され、その部
分の再生画像がビューファインダーに表示されま
す。これにより、記録が正しく行われたか確認で
きます。
再生後は、再び記録開始待ちの状態になります。

＜ノート＞
1秒間以上記録されていない場合は、レックレビ
ュー機能は使用できません

2. カラー再生：
本機のVIDEO OUT端子にカラーモニターを接続
すると、再生画像をカラーで見ることができます。

巻き戻し (REW) や早送り (FF) 中でも、再生信号は
ビューファインダーに出力されます。
再生信号の音声出力の選択や音量の調整は、
MONITOR SELECTスイッチやMONITORレベル
調整つまみで行います。(12、13ページ参照)

本機のSTOPボタンを押して停止モードにしま
す。
REC/PLAY中は本機のSTOPボタンを押して
も、本機は停止モードにはなりません。
カメラ側のVTR START/STOPボタンを押し
て、記録を中断 (レックポーズモード) してから
本機のSTOPボタンを押してください。

1

STOP

PLAYボタンを押します。
Oビューファインダー内で再生が始まります。
OVIDEO OUT端子からの信号をカラーモード
で再生します。

2

PLAY

STOPボタンを押します。
再生時は、カメラ側のVTR START/STOPボ
タンとは連動しません。必ず本機のSTOPボタ
ンで行ってください。

3

STOP
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音声のモニター

映像のモニター

MONITOR SELECTスイッチで、音声チャンネ
ルを選択します。

1

CH
1

CH
2

ST MIX

MONITOR SELECT

MONITORレベル調整つまみを回し、スピーカ
ーの音量を調整します。

2

P
H
O
N
E
S

イヤホンでモニターする場合、PHONE端子に
イヤホンを接続します。

3

Oイヤホンを接続したときは、スピーカーでのモニ
ターはできません。

O録画中は、カメラ出力がモニターできます。
O再生中は、カラーモードの再生画像がモニターで
きます。(再生中でも、設定メニューの操作により
カメラ出力を出すことも可能です。)

＜ノート＞
再生中にカメラ出力をモニターしたいときは、カメラ
側のVIDEO OUT端子をご使用ください。

(BNC)

MONITOR
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タイムコード信号の設定

DISPLAY切り替えスイッチを「TC」の位置に
します。

1

TCG切り替えスイッチを「SET」の位置にしま
す。

2

設定メニュー「FUNCTION 1/3」のページで
TC MODEを「DF」または「NDF」に切り替
えます。
DF : ドロップフレームモードでタイムコード

を歩進させるとき。
NDF : ノンドロップフレームモードでタイムコ

ードを歩進させるとき。

3

TCG切り替えスイッチを「F-RUN」または「R-
RUN」にします。
F-RUN :タイムコードをフリーランで歩進させ

るとき。
R-RUN:タイムコードをレックランで歩進させ

るとき。

5

SHIFT/ITEMボタンとUP/DOWNボタンでタ
イムコードを設定します。

SHIFT/ITEMボタン :
設定したい桁を点滅させるときに使用しま
す。押すごとに点滅の桁が右へ移動します。

UPボタン :
点滅の桁の数値を1ずつ大きくします。

DOWNボタン :
点滅の桁の数値を1ずつ小さくします。

4

CTL • • • UB 
TC

DISPLAY

F-RUN• • •R-RUN
SET

TCG

参考：
Oタイムコードのドロップフレーム/ノンドロップ
フレームモードの選択は、設定メニューで選択す
ることができます。

Oレックランとフリーラン

レックラン：
本機が記録モードのときに限り、タイムコード
をカウントします。
記録の開始と同時にカウントを始め、記録の終
了と同時にカウントを停止します。
フリーラン：
本機の操作モードに関係なく、タイムコードは
常にカウントを続けます。
ジェネレーターを標準の時計に合わせておく
と、記録時刻をテープに記録できます。

Oドロップフレーム (DF) とノンドロップフレーム
(NDF)

ドロップフレーム :
カラー同期と実時間のズレを長時間に補正する
ため、0分/10分/20分/30分/40分/50分
を除く各正分の開始から2つのフレーム (00、
01) をそれぞれスキップします。

ノンドロップフレーム :
タイムコード信号自体に手を加えないでカウン
トアップしていきます。
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タイムコード信号の設定

＜ノート＞
設定メニューの操作で、タイムコードのドロップフレ
ーム/ノンドロップフレームの設定を行っても、次の
ような場合には、ディスプレイウインドウのDF表示
が設定と異なることがあります。

1. 外部タイムコードを入力しているとき
設定メニューの操作に関係なく、外部タイムコー
ドのドロップフレーム/ノンドロップフレームに従
います。

2. 本機が記録モード以外のとき
タイムコードは再生モードになっています。
テープに記録されたタイムコードがドロップフレ
ームかノンドロップフレームかによって、DF表示
が変わります。

3. TCG切り替えスイッチが「R-RUN」の位置にな
っているとき
記録開始時、以前に記録したタイムコードデータ
があれば、そのタイムコードデータを読みとって、
連続したタイムコードを記録します。
すなわち、設定メニューの操作に関係なく、以前
に記録したモードに従って記録されます。

バッテリー交換時のタイムコードについて

バッテリーの交換時にもバックアップ機構が働いて、
タイムコードジェネレーターは長時間 (約1年間) 動
作を続けます。



32

ユーザーズビット (リアルタイムを含む) の設定

DISPLAY切り替えスイッチを「UB」の位置に
します。

1

TCG切り替えスイッチを「SET」の位置にしま
す。

2

設定メニュー「FUNCTION 1/3」のページで
UB MODEを選択します。

3

SHIFT/ITEMボタンとUP/DOWNボタンで
USERに設定します。

SHIFT/ITEMボタン :
設定したい桁を点滅させるときに使用しま
す。押すごとに点滅の桁が右へ移動します。

UPボタン :
点滅の桁の数値を1ずつ大きくします。

DOWNボタン :
点滅の桁の数値を1ずつ小さくします。

4

CTL • • • UB 
TC

DISPLAY

TCG切り替えスイッチを「F-RUN」または「R-
RUN」にします。

5

16進数 A B C D E F

表示

O16進数のA～Fは次のように表示されます。

ユーザーズビットのメモリー機能について

ユーザーズビットの設定内容 (実時刻以外) は、自動
的にメモリーされ、電源を切った後も保持されます。

＜ノート＞
OUB MODEの「REAL」を選択したときは、
TIME/DATEページのHOUR、MINUTEの設定
値に従います。

OUB MODEの「REAL」を選択したとき、表示切
り替えスイッチが「UB」の位置でメニュー
SET/OFFスイッチを「SET」にすると、ディス
プレイウインドウの表示を保持 (HOLD) します。

F-RUN• • •R-RUN
SET

TCG
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外部タイムコードに内部タイムコードジェネレーターをロックさせる

タイムコード入力端子に、リファレンスビデオ
信号と同期したタイムコード信号を入力します。

1

複数のVTRを同時にロックさせる場合は、下図
のように接続します。

2

本機の電源「ON」時に、記録モードになった時やテ
ープの停止中は、外部タイムコード信号にスレーブロ
ックがかかります。

タイムコード信号として、外部タイムコードジェネレ
ーターを使用してロックさせる以外に、本機を親機と
して使用することもできます。

CH1 CH2

20

0
EMPHASIS

dB

10

30

40

E TAPE F

E BATT F

SLAVE

h min s frm

TCG切り替えスイッチを「F-RUN」の位置にし
ます。

3

設定によって、本機内蔵のタイムコードジェネレータ
ーの動作は異なります。
通常は、「F-RUN」の位置にしておきます。
「F-RUN」の位置にすると、外部タイムコード信号の
入力が途切れても、連続してカウントを行います。

＜ノート＞
リファレンススルー端子の付いていないカメラを用い
てジェネレーターをロックさせる場合は、リファレン
ス信号の分配器が必要です。

F-RUN• • •R-RUN
SET

TCG

シンクジェネ
レーター

タイムコード
ジェネレーター

AJ-D90

TC OUT
端子

TC IN
端子

AJ-D90

TC OUT
端子 TC IN端子
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つなぎ撮り時のタイムコードの連続記録

TCG切り替えスイッチを「R-RUN」の位置にし
ます。
以前に記録した部分の連続した値で、タイムコ
ードを記録することができます。

1

＜ノート＞
外部タイムコード信号を入力した場合は、つなぎ撮り
時にタイムコードを連続することはできません。

タイムコードの再生

参考：
ドロップフレームモードの場合、ディスプレイウイン
ドウにDF表示が点灯します。

STOPボタンを押して、本機を停止モードにし
ます。

1

DISPLAY切り替えスイッチを「TC」または
「UB」の位置にします。

2

STOP

PLAYボタンを押して再生を開始します。3
PLAY

CTL • • • UB 
TC

DISPLAY

F-RUN• • •R-RUN
SET

TCG
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設
定
メ
ニ
ュ
ー

設定メニュー画面

メニュー画面の表示方法
USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。
ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

項目

BATT NEAR END

BATT END

TAPE NEAR END

TAPE END

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

バ ッ テ リ ー 消 耗 間 近 の 警 告 音 の
ON/OFF

バッテリー消耗時の警告音のON/OFF

テープ終端間近の警告音のON/OFF
（テープ終端から約3分前に警告）

テープ終端時の警告音のON/OFF

VF DISPLAY画面
ビューファインダー表示情報の設定を行います。

項目

TAPE

TCG VF DISP

可変範囲

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

USER

USER

備　考

テープ残量表示のON/OFF

タイムコード表示のON/OFF切り替え
ON ：タイムコードを表示します。
OFF：タイムコードを表示しません。

– VF DISPLAY –

→TAPE : ON
TCG VF DISP : OFF

MAIN FUNCTION画面
使用機能の設定を行います。

項目

REC MODE

PB MODE

REC CHECK

BACK TALLY

可変範囲

50M
25M

AUTO
50M
25M

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

USER

USER

USER

USER

備　考

本機に記録するモードを選択します。
50M：5 0 M b p s で 記 録 し ま す 。

50M設定時、50Mbpsのラン
プが点灯します。

25M：25Mbpsで記録します。

本機の再生モードの選択
AUTO：記録モードを自動検出して再生

するモード
50M ：50Mモード
25M ：25Mモード

REC CHECK動作のON/OFF

BACK TALLY LEDのON/OFF

– MAIN FUNCTION –

→REC MODE : 50M
PB MODE : 50M
REC CHECK : ON
BACK TALLY : ON

BATT/TAPE ALARM画面
撮影中にバッテリー残量とテープ残量の警告音が気になる場合は、警告音を切ること
ができます。

– BATT/TAPE ALARM –

→BATT NEAR END : OFF
BATT END : ON
TAPE NEAR END : OFF
TAPE END : ON

可変範囲の＿はプリセットモードです。
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設定メニュー画面

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。

ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。

– FUNCTION 1/3 –

→HUMID OPE : OFF
REC START : NORMAL
TC MODE : DF
UB MODE : USER
PAUSE TIMER : 30
BATTERY SEL : NiCd-12
TCG SET HOLD : OFF
LIGHT SET UP : OFF

FUNCTION 1/3画面
調整機能－1の設定を行います。

項目

HUMID OPE

REC START

TC MODE

UB MODE

PAUSE TIMER

BATTERY SEL

TCG SET HOLD

LIGHT SET UP

可変範囲

ON
OFF

ALL
NORMAL

DF
NDF

USER
REAL
EXT

10
20
30

NiCd-12
NiCd-13
NiCd-14
DIGITAL

ON
OFF

OFF
ON

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

結露状態での動作の選択
ON ：通常通りの動作を続ける。
OFF：POWER SWと EJECTボタン

以外の動作を禁止します。

VTR START/STOPでのRECの受け
付けを選択
ALL ：モードに関係なくRECを受

け付ける。
NORMAL：STOP（POWER SAVE）

モードとREC PAUSEモー
ドの時のみRECを受け付け
る。

タイムコードのDF/NDF切り替え
DF ：ドロップフレームモード
NDF：ノンドロップフレームモード

UBの使用方法の選択
USER：ユーザー設定値（固定値）
REAL ：TIME DATEの時刻でリアルタイム動

作
EXT ：外部から TC 入力がある時、

UBG値がスレーブロックしま
す。（外部入力がない時は、ユ
ーザー設定値を使用します。）

REC/PAUSE時の持続時間選択
10：10分間
20：20分間
30：30分間

バッテリーの種類の選択＊
NiCd-12：12Vのニカド電池を使用する時。
NiCd-13：13Vのニカド電池を使用する時。
NiCd-14：14Vのニカド電池を使用する時。
DIGITAL：デジタルバッテリーを使用する

時。

TCG SET→電源 OFF→電源 ON→
RECでのTCGの動作選択
ON ：TCG SETしたことを電源OFF

時に記憶し、REGENしません。
OFF：TCG SETしたことを電源OFF

時に記憶せず、REGENします。

前回に電源を「OFF」した時のLCD照
明状態の記憶設定
OFF：照明状態を記憶しません。

(電源「ON」時は、LCD照明が
「OFF」になります。)

ON ：照明状態を記憶します。
(前回、電源「OFF」時のLCD照
明状態でセットアップされま
す。)

＊BATTERY SELでNiCd-12, 13, 14を選択していてもアントンのインテリジェントバッテリーかど
うかを自動検知しています。インテリジェントバッテリーの場合は、ビューファインダー内のバッテリ
ー残量表示は数値表示（パーセント表示）となります。また、使用するバッテリーが常にインテリジェ
ントバッテリーの場合は、DIGITALを選択してご使用ください。

＜ノート＞
OUB MODEをREALで使用する場合は
「TIME/DATE」メニュー画面で時刻の
変更を行います。
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設
定
メ
ニ
ュ
ー

設定メニュー画面

– FUNCTION 2/3 –

→FRONT MIC : –40dB
REAR MIC CH1 : –60dB
REAR MIC CH2 : –60dB
LINE CH1/CH2 : +4dB
REAR AUDIO : STEREO
FRONT MIC IN : BAL
MIC LOWCUT CH1 : ON
MIC LOWCUT CH2 : ON
EMPHASIS : OFF
LIMITER : OFF

FUNCTION 2/3画面
調整機能－2の設定を行います。

＜ノート＞
OMIC LOWCUT ON時の周波数特性は、
200Hz～10kHzになります。

OLIMITERは ピ ー ク (AUDIO LINE
CH1/CH2入力レベルが＋4 dBに設定
時は＋24 dBu) から－3 dBでリミッ
ター動作します。

OAUDIO SELECTが 「 MAN」 の時、
LIMITER動作し、「AUTO」の時、AGC
動作します。

項目

FRONT MIC

REAR MIC CH1

REAR MIC CH2

LINE CH1/CH2

REAR AUDIO

FRONT MIC IN

MIC LOWCUT CH1

MIC LOWCUT CH2

EMPHASIS

LIMITER

可変範囲

－40/－50/
－60dB

－40/－50/
－60dB

－40/－50/
－60dB

+4/0/
－6dB

STEREO
MONO

BAL
UNBAL

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

カメラマイク入力レベルの選択

リアジャックAUDIO CH1入力のマイ
クレベルの選択

リアジャックAUDIO CH2入力のマイ
クレベルの選択

リアジャックAUDIO CH1/CH2入力
のライン入力レベルの選択

リアジャックAUDIO CH1/CH2入力
方法選択
STEREO：ステレオ入力選択（CH1入

力はCH1に、CH2入力は
CH2に記録されます。）

MONO ：モノラル入力選択（CH1入
力とCH2入力のミックス信
号がCH1、CH2それぞれ
に記録されます。）

68ピン インターフェイスでのカメラマ
イク接続のBALANCE/UNBALANCE
の選択
BAL ：カ メ ラ マ イ ク 入 力 を

BALANCEで行います。
UNBAL：カ メ ラ マ イ ク 入 力 を

UNBALANCEで行います。

C H 1 入力のハイパスフィルター
ON/OFF切り替え

C H 2 入力のハイパスフィルター
ON/OFF切り替え

記録時のエンファシスのON/OFF切り
替え
EE出力信号もこのSW状態と連動しま
す。

AUDIO LIMITERのON/OFF切り替え
ON ：リミッター動作します。
OFF：リミッター動作しません。

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。

ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。
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設定メニュー画面

FUNCTION 3/3画面
調整機能－3の設定を行います。

項目

PB SET UP

PB OUT

可変範囲

0 %
7.5 %

ON
OFF

VF表示

ENG

ENG

備　考

再生時のSET UPレベル切り替え

VIDEO OUT端子への映像信号の設定
ON ：VIDEO OUT端子に、本機の動

作モード (記録、再生、設定メニ
ュー等) により切り替えた映像信
号が出力されます。

OFF：VIDEO OUT端子に、常時カメ
ラからのエンコーダー映像が出力
されます。
ただし、MENU SET/OFFスイ
ッチをSETにするとメニュー画
面が表示されます。
(バックアップVTRで収録すると
きに使用します。)

– FUNCTION 3/3 –

→PB SET UP : 0 %
PB OUT : ON

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。

ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。
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設
定
メ
ニ
ュ
ー

設定メニュー画面

– TIME/DATE –

→YEAR : 98
MONTH : 01
DAY : 01
HOUR : 00
MINUTE : 00

$TIME/DATE SET

– DATA RESET –

→ MENU INIT.

– DIAGNOSTIC –

OPERATION : 00000 ×10h
DRUM RUNNING : 00000 ×10h
THREADING : 00000 ×10

VTR SYSCON Ver <1.0>
DV Ver <0.0030>

97.XX.XX

TIME/DATE画面
日付／時刻の設定を行います。日付／時刻の変更後、UPまたはDOWNボタンを押
すと設定を実行します。

項目

YEAR

MONTH

DAY

HOUR

MINUTE

TIME/DATE SET

可変範囲

98～10

11～12

11～31

01～23

01～59

――

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

年の設定

月の設定

日の設定

時の設定

分の設定

日付／時刻の確定

＜ノート＞
秒設定は行えません。必ず0秒スタートになります。

DATA RESET画面
MENU表示項目の設定をリセットします。→を項目に合わせて、UPまたはDOWN
ボタンを押すと、設定を実行します。

項目

MENU INIT.

可変範囲

――

VF表示

ENG

備　考

設定メニューを工場出荷状態にします。

DIAGNOSTIC画面
使用状況やソフトウェアバージョンを表示します。

項目

OPERATION

DRUM RUNNING

THREADING

VTR SYSCON

DV

可変範囲

――

――

――

――

――

VF表示

ENG

ENG

ENG

ENG

ENG

備　考

電源ONでの使用時間

ドラムの回転時間

ローディング回数

ソフトのバージョン表示

ソフトのバージョン表示

可変範囲の＿はプリセットモードです。

USERメニュー；MENUスイッチをSETにすると表示されます。

ENGメニュー ；SHIFT/ITEMボタンとUPボタンを同時に押した状態でMENUスイッチをSETにすると表示されます。
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警告システム

電源を入れた直後や操作中に異常が検出されると、ディスプレイウインドウ（LCD）、
WARNINGランプ、ビューファインダー内のランプ、スピーカーやイヤホンからの警
告音が異常発生を知らせます。

ディスプレイウインドウ（LCD） ランプ

項目

RF

SERVO

HUMID

SLACK

警告
表示

RF

SERVO

HUMID

SLACK

警告
表示
状態

点灯
＊1）

点灯

点灯

点滅

バッテリー
残量
表示

テープ
残量
表示

WARN-
ING
ランプ

4回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

点灯

4回／
1秒
点滅

REC
ランプ

4回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

警告音

4回／
1秒
＊1）

4回／
1秒

4回／
1秒
＊1）

連続音
＊2）

連続音

警告内容

ビデオヘッドの目
詰まり、記録系の
異常。

サーボの乱れ

結露

テープの巻取り
異常

本機の
動作

ヘッドの目詰まり
を検出して警告音
を出します。正し
く記録できないと
きがあります。

記録は継続します
が、正しく記録で
きない場合があり
ます。

記録を継続します
が、テープ貼りつ
きを起こすと、記
録停止します。
再生、早送り、巻
戻しの動作は停止
します。

ディスプレイウイ
ンドウのタイム
コード表示位置に
エラーコードが出
ます。
本機は停止しま
す。

対　　策

ヘッドクリーニン
グをします。
クリーニング後も
正しく記録できな
いときは、電源を
切り、販売店にご
相談ください。

電源を切り、販売
店にご相談くださ
い。（テープ走行
開始時に一瞬点滅
して消える場合が
ありますが、異常
ではありません。）

テープ走行を停止
し、再度電源を入
れ て も な お
HUMID表示が消
えない場合は、消
えるまでお待ちく
ださい。

ディスプレイウイ
ンドウのエラー
コードを確認し
（ 4 2 ペ ー ジ 参
照）、販売店にご
相談ください。

＊1）記録中　＊2）再生、早送り、巻戻し中

＜ノート＞
ビデオヘッド目詰まり等でクリーニングテープがない場合は、一度STOPモードにしてからサイドパネル部の
RESETボタンを押した状態でSTOPボタンを再度押してください。押している間、最大10秒までクリーニ
ングローラがヘッドクリーニングします。
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警
告
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検

ディスプレイウインドウ（LCD） ランプ

項目

TAPE
END

BAT-
TERY
END

警告
表示

E TAPE F

E BATT F

警告
表示
状態

点滅
＊1）

点滅

点滅

点滅

バッテリー
残量
表示

1/7個
表示

7/7個
表示

テープ
残量
表示

1/7個
表示
ビューフ
ァインダ
ー 内 の
5-0が点
滅

7/7個
表示

WARN-
ING
ランプ

1回／
1秒
点滅
＊1）

点灯

1回／
1秒
点滅

点灯

REC
ランプ

1回／
1秒
点滅

4回／
1秒
点滅

1回／
1秒
点滅

1回／
1秒
点滅

警告音

4回／
1秒

連続音

4回／
1秒
＊1）

連続音

警告内容

テープの終端間近

テープ終端

バッテリーの消耗
間近

バッテリーの消耗

本機の
動作

動作を継続

記録、再生、早送
り中は動作停止。

動作を継続

動作停止

対　　策

必要に応じてテー
プを交換

テープを交換、ま
たはテープを巻戻
します。

必要に応じてバッ
テリーを交換

バッテリーを交換

＊1）記録中　＊2）再生、早送り、巻戻し中

警告システムの優先順位は以下のとおりです。
1 SLACK
2 BATTERY END
3 TAPE END
4 BATTERY NEAR END
5 TAPE NEAR END
6 HUMID
7 SERVO
8 RF

警告システム



内　容

異常信号入力

ソレノイド異常

サーボがロックしていません。

結露の発生。

供給リールの異常

巻取りリールの異常

キャプスタン異常

シリンダーの異常

ローディング異常

コードNo.

7

8

9

A

B

C

D

E

F
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EMERGENCYイジェクト

エラーコード

何らかの原因で本機にエラーが発生したときには、デ
ィスプレイウインドウに下記のエラーコードを表示し
ます。

カセット
ホルダー

EMERGENCY
スクリュー

電源を「OFF」に
します。

押しながら回し
ます。

電源を「OFF」にします。1

1

図のようにゴムキャップを外し、プラスドライ
バーをEMERGENCYスクリュー（赤色）の十
字部に挿入します。

2

ドライバーを押しながら、カセットアップする
までEMRGENCYスクリューを反時計方向に回
転させます。

3

カセットを取り出します。4

ゴムキャップを元に戻します。5

EJECTボタンを押してもカセットを取り出せないと
きは、ドライバー等でEMERGENCYスクリューを
押しながら回すと、カセットを取り出すことができま
す。

＜ノート＞
O緊急以外はこのEMERGENCYスクリューを回さ
ないようにしてください。

Oスクリューは時計方向に回さないでください。ま
たカセットアップした後はそれ以上回転させない
でください。メカニズム部を破損させるおそれが
あります。

Oカセットアップした後は、カセットホルダーを閉
めてもロックしません。必ず電源を再投入し、メ
カニックの動作をリセットさせてから、カセット
ホルダーを閉めてください。

4

3

2•5
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警
告
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検

メンテナンス

結露
本機を冷たい場所から暖かい場所へ移したり、湿気の
多い場所で使用すると、空気中に含まれる水蒸気がヘ
ッドドラムに水滴となって付着することがあります。
これを「結露」といい、このような状態のときにテー
プを走行させると、テープがドラムに張りつきやすく
なります。次のような点にご注意ください。
O結露の可能性がある状況で本機を移動するときは、
テープを取り出しておいてください。

Oテープを入れる前に、POWERスイッチを「ON」
にして、ディスプレイウインドウにHUMID表示
が点灯していないことを確認してください。
点灯する場合は、表示が消えるまでテープを入れ
ないでください。

ヘッドクリーニング
ヘッドクリーニングが必要な場合には、クリーニング
カセットAJ-CL12MPをご使用ください。
使用方法を誤りますとビデオヘッドを傷めることもあ
りますので、ご使用の際は、クリーニングテープの取
扱説明書をお読みください。

HUMID表示が点灯し
ていないことを確認す
る。

撮影前の点検

点検の準備

撮影の前に次の点検を行い、システムが正常に動作す
ることを確認してください。
カラーモニターを使って画像のチェックをすることを
おすすめします。

充電済みのバッテリーを挿入し、本機の
POWERスイッチを「ON」にします。

1

HUMID表示が出ないこと、BATTERY表示が
5個以上点灯していることを確認します。
OHUMID表示が現れたときは、表示が消えるま
で待ってください。

Oバッテリー残量表示が5個以上点灯していな
いときは、十分に充電したバッテリーと交換
してください。

3

カセットホルダー、トップパネル周辺にケーブ
ルなどがないことを確認した後、EJECTボタン
を押してカセットホルダーを開けます。

4

次の点を確認した後、カセットを挿入し、カセ
ットホルダーを閉めます。
Oカセットが誤消去防止状態になっていない。
Oテープにたるみがない。

5

5
4

3

12

カメラ側のDC POWERスイッチを「OFF」→
「SAVE」→「ON」の順に、少し間をおいて切
り替えます。

2
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撮影前の点検

1. テープ走行の点検

TCG切り替えスイッチを「R-RUN」にします。1
DISPLAY切り替えスイッチを「CTL」にしま
す。

2

カメラ側のVTR STARTボタンを押し、次の項
目を確認します。
Oテープのリールが回転する。
Oカウンター表示部の数値が変わる。
Oビューファインダー内のRECランプが点灯す
る。

OディスプレイウインドウのRF、SERVO表示
が点灯しない。

3

2. 音声レベル自動調整機能の点検

AUTOスイッチを「ON」にします。1
AUDIO IN切り替えスイッチを「F. MIC」にし
ます。

2

AUDIO IN端子につないだマイクを適当な音源
に向け、CH 1/CH 2両方のレベル表示が音の
大きさに合わせて変わることを確認します。

3

3. 音声レベル手動調整機能の点検

AUDIO IN切り替えスイッチを「F. MIC」にし
ます。

1

AUTOスイッチを「OFF」にします。2
オーディオレベル調整つまみを回します。
右に回すと、レベル表示が増えることを確認し
ます。

3

4. イヤホン、スピーカーの点検

MONITORレベル調整つまみを回し、スピーカ
ーの音量が変わることを確認します。

1

イヤホンをPHONES端子に接続します。
スピーカーの音が切れ、イヤホンからマイクの
音が聞こえることを確認します。

2

MONITORレベル調整つまみを回し、イヤホン
の音量が変わることを確認します。

3

カメラ側のVTR STARTボタンをもう一度押し
ます。
テープが止まり、ビューファインダー内のREC
ランプが消えることを確認します。

4

レンズのVTRボタンを使って、ステップ3およ
び4と同じ動作を確認します。

5

RESETボタンを押し、カウンター表示部の数値
が「00 : 00 : 00 : 00」になることを確認しま
す。

6

LIGHTスイッチを「ON」にし、ディスプレイ
ウインドウが照明されることを確認します。

7

REWボタンを押し、しばらく巻き戻してから
PLAYボタンを押します。
記録、再生、巻き戻しが正常に動作することを
確認します。

8

FFボタンを押し、早送りが正常に行われること
を確認します。

9
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警
告
・
点
検

撮影前の点検

5. 外部マイクを使う場合の点検

外部マイクをAUDIO IN端子に接続します。1
AUDIO IN切り替えスイッチを「R. MIC」にし
ます。

2

マイクを音源に向け、ディスプレイウインドウ
の音声レベルメーター、ビューファインダ内の
音声レベル表示が音の大きさに合わせて変わる
ことを確認します。
1本のマイクを各チャンネルにつなぎかえ、チャ
ンネルごとに点検することもできます。

3

6. タイムコード、ユーザービットに
関する点検

必要に応じてユーザービットを設定します。
設定のしかたについては「ユーザービットの設
定」（32ページ）をお読みください。

1

タイムコードを設定します。
設定のしかたについては、「タイムコード信号の
設定」（30ページ）をお読みください。

2

TCG切り替えスイッチを「R-RUN」にします。3
カメラ側のVTR STARTボタンを押します。
テープ走行とともにカウンター表示部の数値が
変わることを確認します。

4

カメラ側のVTR STARTボタンをもう一度押し
ます。
テープが止まり、カウンター表示部の数値が変
わらなくなることを確認します。

5

TCG切り替えスイッチを「F-RUN」にします。
カウンター表示部の数値がテープ走行に関係な
く変わることを確認します。

6

DISPLAY切り替えスイッチを「UB」にします。
設定したユーザービットが表示されることを確
認します。

7



46

接
続
カ
メ
ラ
に
よ
る
機
能
一
覧

接続するカメラによって変わる機能の一覧

本機に接続するカメラによって、機能が一部使えない場合があります。
次の一覧表を参照して操作を行ってください。

メニュー設定のキ
ャラクター表示
(35～39ページ)

映像信号の出力
(29ページ)

カメラ側のボリュ
ームでの音声記録
レベル調整
(26ページ)

パワーセーブモー
ドからの直接記録
開始

レックレビュー
(28ページ)

ビューファインダ
ーでの再生画確認
(28ページ)

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

○

○

○

△
再生時に限り出力
(記録時は映像信号
が出力されません)

○

×

○

○

△
カメラ側のリター
ンスイッチの操作
が必要

○

○

○

×

△
カメラ側のリター
ンスイッチの操作
が必要

OWV-F500
OWV-F565

OWV-F700S OWV-F250 OAQ-11
OAQ-20

接続する

カメラ

機能

松下通信工業 (株) 松下電器産業 (株)

○：使用できる機能
△：一部使用できない機能
×：使用できない機能
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端
子
の
信
号

ピンNo.

45

46～48

49

50～53

54

55、56

57

58

59

60

61、62

63

64

65

66

67

68

ピンNo.

24

25

26～28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42、43

44

ピンNo.

1

2

3

4

5

6

7～9

10

11

12

13

14～17

18

19

20

21

22

23

信　号　内　容

GND

HOT

COLD

ピンNo.

1

2

3

信　号　内　容

GND

───

＋12 V

ピンNo.

1

2、3

4

接続端子の信号

オーディオ入力端子 (XLR-3ピン) 外部DC入力端子 (XLR-4ピン)

信　号　内　容

───

MIC Lch 1ch/Hot

───

PB AUDIO Lch

PB AUDIO Lch GND

POWER SAVE

───

COUNTER RESET

───

RETURN Y

RETURN Y GND

───

ENC VIDEO GND

───

BATT WARNING

CTL PULSE

───

UNSWITCHD 12 V

信　号　内　容

COMPOSITE SYNC

UNSWITCHD 12 V

───

VTR CHARACTER

PR

POWER GND

Y

POWER GND

PB

───

MIC Rch 2ch/Cold

MIC GND

PB AUDIO Rch

PB AUDIO Rch GND

VTR START/STOP

REC TALLY

───

F250

信　号　内　容

REC CHECK

───

TAPE REVERSE

───

VTR WARNING

───

A. BATTERY REMAIN

───

───

ENC VIDEO

───

WIDE

CAM MIC VOLUME

POWER GND

(Y/PB/PR) GND

POWER GND

───

カメラ/VTRインターフェイス端子 (68ピン)

ピンNo.

1

2

3

4

5

6

信　号　内　容

───

───

───

───

ch1 OUT

───

ピンNo.

7

8

9

10

11

12

信　号　内　容

ch1 OUT GND

ch2 OUT

───

ch2 OUT GND

───

───

マルチ (12ピン)

2

3

1
1

23

4

1 35

34 68

1

2

3

45

6

7

8
9

10
11 12



バックアップ用電池の交換

48

バックアップ用電池は、すでに取り付けた状態で出荷しています。
バックアップ用電池が消耗すると、VIDEO OUT端子に接続されたモニターに「BACKUP BATTERY EMPTY」
の表示が出ます。(ただし、STOPモードとEJECTモードのときのみに表示されます。)
販売店にご相談のうえ、新しいバックアップ用電池(CR2032またはBR2032)と交換してください。

バックアップ用電池
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アフターサービス

1. 保証書…内容のご確認と保存のお願い
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店」等の記
入を確かめて、お買い上げの販売店から受け取っ
ていただき、内容をよくお読みのうえ、大切に保
管してください。

2. 保証期間…お買い上げ日から1年間
取扱説明書および本体貼付ラベル等の注意事項に
従った正常なご使用状態で、保証期間内に万一故
障を生じた場合には、保証書記載事項に基づき、
販売店で「無料修理」させていただきます。保証
期間内でも次の場合には、原則として有料にさせ
ていただきます。

(ｲ)使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障
および損傷

(ﾛ)お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下など
による故障および損傷

(ﾊ)火災、地震、水害、落雷、その他天災地変および
公害、塩害、ガス害 (硫化ガスなど)、異常電圧、
指定外の使用電源 (電圧、周波数) などによる故
障および損傷

(ﾆ)その他指定外の使用条件で使用された場合に生じ
た故障および損傷

(ﾎ)他の接続機器および接続部材に起因して生じた故
障および損傷

(ﾍ)別に指定する＊磨耗性の部品、あるいは付属品の
故障および損傷

アフターサービスについて

3. 補修用性能部品の最低保有期間
本機の補修用性能部品 (機能維持のために必要な
部品) の最低保有期間は、製造打ち切り後8年で
す。

4. 修理を依頼される前に
この取扱説明書をよくお読みのうえ点検していた
だき、なお異常があるときは、必ず電源スイッチ
をOFFにしてから、販売店にお申しつけください。

5. ご転居・定期保守サービス等ご不明な点は、お買
い上げの販売店にご相談ください。

＊磨耗性の部品とは、下記部品類です。

Oビデオヘッド
Oピンチローラー
O各種ブレーキ
Oモーター類

O各種ベルト
Oゴムプーリー類
Oローラー類
Oヘッド類

定期保守のおすすめ

ビデオは
O複雑なメカニズムで構成されており、ベルト、ロ
ーラー、ヘッドなどが数多く使用されています。

Oこれら部品は、使用時間が経過するにつれて磨耗
劣化し、故障の原因となります。

Oまた、ホコリ、ゴミなども安定した機能を妨げ、
トラブル発生の原因となります。

このため、単に将来の故障発生時に行うアフターサー
ビスにとどまらず、総合的なサービス、即ちビデオシ
ステムの機能を正常に維持させ、消耗部品などによる
突発的な故障を未然に防ぐために、保守サービス (メ
ンテナンス) を定期的に行うことが非常に大切である
といえます。定期保守サービス (有料扱い) について
は、お買い上げの販売店にご相談ください。
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定格

【総合】

は安全項目です。

映像系　（標準再生機で再生時）
帯域
Y : 30Hz～5.75MHz＋1.0dB/－3.0dB
PB/PR : 30Hz～2.75MHz＋1.0dB/－3.0dB

S/N
55dB以上

Kファクター（2Tパルス）
2%以内

Y/Cディレイ
20ns以内

音声系　（標準再生機で再生時）
サンプリング周波数
48kHz（ビデオに同期）

量子化
16ビット

周波数特性
20Hz～20kHz±1.0dB
(設定メニューにおける MIC LOWCUT OFF での
基準レベルにて)

ダイナミックレンジ
85dB以上（1kHz、AWTDにて）

ひずみ率
0.1%以内（1kHz、基準レベルにて）

ワウ・フラッタ
測定限界値以下

ヘッドルーム
20dB

エンファシス
T1＝50μs、T2＝15μs（ON/OFF可）

テープ走行系
使用テープ
1/4インチDVCPRO用Mカセットテープ

テープ速度
67.640㎜/s（50Mbps時）
33.820㎜/s（25Mbps時）

録画／再生時間
約33分（50Mbps、AJ-5P33MP使用時）
約66分（25Mbps、AJ-P66MP使用時）

FF/REW時間
約3分（AJ-5P33MP、AJ-P66MP使用時）

【本体部】

電源電圧 DC12V (11.0V～17.0V)
消費電力 15W

動作周囲温度
0℃～40℃

保存温度
－20℃～60℃

動作周囲湿度
85％以下（相対湿度）

重量
2.8 kg（本体、ハンドル含む）

外形寸法 (ハンドル含む)
139.5 (幅) ×277 (高さ) ×305 (奥行) ㎜
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定
　
格

定格

カメラ取り付け用ネジ（×2）
アントン・バウアー社対応
バッテリーブラケット（×1）
バッテリーブラケット用ネジ（×4）
バッテリーブラケット金具（×1）
バッテリーブラケット金具用ネジ（×4）

SONY社対応
NP-1用ネジ（×4）

【付属品】

電源関連
バッテリーパック
AU-BP220、AU-BP402

バッテリーチャージャー
AG-B425（バッテリーパックAU-BP220、
AU-BP402充電用）

バッテリーケース
AU-M402H

ACアダプタ
AJ-B75

ビデオカセットテープ
DVCPRO専用Mカセットテープ
DVCPRO 50専用Mカセットテープ

接続ケーブル
マルチコネクタケーブル：SHAN-C12TCA

オーディオ機器
ワイヤレスマイク受信機：WX-RA700

保守用製品
クリーニングテープ：AJ-CL12MP

【関連機器】

コネクター部
入力
AUDIO IN CH 1/CH 2（XLR、3ピン、オス）
MIC/LINE切り替え式
MIC ：－60/－50/－40dBu、平衡/不平衡、3kΩ

(メニュー設定可)
LINE：－6/0/＋4dBu、平衡、10kΩ

(メニュー設定可)
TIME CODE IN（BNC）
0.5V～18Vp-p、ハイインピーダンス

出力
VIDEO OUT（BNC）
1.0Vp-p 75Ω

AUDIO OUT（XLR、3ピン、メス）
＋4dBu、平衡、ローインピーダンス
CH1/CH2/MIX選択可

TIME CODE OUT（BNC）
1.5Vp-p、ローインピーダンス

AUDIO CH 1/CH 2 OUT（12ピン）
－20dBu、不平衡、ローインピーダンス

PHONES（ステレオミニジャック×1）

その他
DC IN（XLR、4ピン、オス）
DC11～17V

DC OUT（4ピン）
DC11～17V 最大定格電流0.1A

カメラI/F（68ピン）
68ピン以外の I/Fは、アダプターで対応
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